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　自己紹介

環境問題と教育に関心を持ち、環境コンサルタント業と教育業（フリース
クールおよび中高理科教員）に20年携わる。千葉県にて自給自足生活を
実践中に東日本大震災を経験。2015年に富山県に移住し、富山県立大
学地域協働コーディネーターを務める中で、富山県の環境活動家、本田
恭子さんと出会い、SDGsを標榜した持続可能な共生社会実現を目指す
プラットフォーム団体設立を共に目指す。2018年には一般社団法人環境
市民プラットフォームとやま（PECとやま）を設立し念願を果たす。2020年
に本田さんを亡くした後は、PECとやまの中心的な存在として活動を続け
ている。



【目的】「みんなでミライ 」を合言葉に、さまざまな環境・社会課題の解決に向け、市民をはじめ多様な主体のパートナーシップにより、国連で採択された「持続可能な開発目標
（SDGs）」への取り組みを通して、地域と世界をつなぎ、持続可能で包摂的な社会をつくること。


